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▼
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い

る
。
三
年
生
は
卒
業
、
一
・

二
年
生
は
進
級
が
近
づ
き
、

気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
二
年
生
は
最
高
学
年

と
な
り
、
進
路
実
現
に
向
け

て
努
力
し
、
一
年
生
は
修
学

旅
行
や
文
化
祭
な
ど
初
め
て

の
行
事
を
多
く
経
験
す
る
と

思
う
。
ま
た
、
三
年
生
は
四

月
か
ら
は
成
人
と
な
る
。
一

足
早
く
就
職
す
る
者
も
い
れ

ば
、進
学
す
る
者
も
い
る
が
、

い
ず
れ
未
成
年
で
は
な
く
な

り
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
す

る
こ
と
と
な
る
。
今
の
う
ち

に
心
構
え
す
る
べ
き
だ
。
▼

四
月
か
ら
十
八
歳
は
成
人
。

つ
ま
り
未
成
年
で
は
な
く
な

る
。
四
月
か
ら
は
い
っ
た
い

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

当
然
だ
が
飲
酒
・
喫
煙
・
競

馬
等
の
賭
け
事
は
二
十
歳
ま

で
は
禁
止
さ
れ
る
。
だ
が
、

ア
パ
ー
ト
や
パ
ソ
コ
ン
購
入

な
ど
の
契
約
は
親
の
同
意
な

し
で
契
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
発
行
で
き
る
な
ど

と
い
っ
た
便
利
な
こ
と
が
多

い
一
方
、
ト
ラ
ブ
ル
に
も
巻

き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
に
注

意
し
て
生
活
す
る
必
要
が
あ

る
。
▼
二
年
生
は
修
学
旅
行

が
実
施
で
き
て
嬉
し
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
修
学
旅
行
を

実
施
で
き
な
か
っ
た
三
年
生

も
代
替
企
画
と
後
夜
祭
を
、

一
日
限
り
で
は
あ
っ
た
が
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
は
ず

だ
。
今
年
度
も
昨
年
度
と
同

様
、
コ
ロ
ナ
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
。
特
に
今
年
は
、
三
年

生
に
と
っ
て
、
修
学
旅
行
が

な
い
、
盛
商
祭
も
な
い
と
い

う
過
酷
な
一
年
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
中
で

も
、
で
き
る
だ
け
一
つ
で
も

多
く
思
い
出
を
残
そ
う
と
学

校
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
三
年
生
一
人
ひ
と
り
の

姿
は
輝
か
し
い
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
つ
ら
か
っ
た
経
験

は
将
来
、
自
分
の
強
み
に
な

る
だ
ろ
う
。
▼
ど
の
学
年
も

新
年
度
そ
し
て
卒
業
に
向
け

て
あ
と
少
し
。
三
年
生
は
、

高
校
生
活
が
終
わ
る
。さ
あ
、

今
年
度
も
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
。
今
の
仲
間
と
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
し
て

い
こ
う
。
そ
し
て
、
盛
商
生

と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
い

こ
う
。

（
三
Ｂ　

曾
根
田
和
史
）

コ
ラ
ム

士
魂

本
年
度
の
「
学
校
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
に
つ
い

て
、
三
年
生
の
新
聞
編
集
委

員
が
「
学
校
生
活
」・「
進
路

指
導
」・「
学
習
」
の
三
つ
の

項
目
に
つ
い
て
分
析
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
の
盛
商
が
ど

う
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

「
学
校
生
活
」

　
（
１
）「
学
校
は
、
育
て
た

い
生
徒
像
・
人
間
像
な
ど
の

教
育
目
標
を
生
徒
に
示
し
て

みんなの盛商をよく見て、
一人一人考えてみよう

　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

「
文
化
部
発
表
会
」
開
催
。

コ
ロ
ナ
禍
で
盛
商
祭
が
中
止

と
な
り
、
そ
の
代
替
と
し
て

全
校
生
徒
へ
、
文
化
部
の
成

果
発
表
の
場
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
生
徒
の

時
差
見
学
等
コ
ロ
ナ
対
策
も

十
分
に
取
ら
れ
た
。
各
部
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
知
ら

な
い
分
野
に
気
軽
に
触
れ
ら

れ
る
展
示
が
行
わ
れ
た
。

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
地
元
食
材

に
よ
る
商
品
開
発
か
ら
販
売

後
の
課
題
に
つ
い
て
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。
商
品
開
発
中

は
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の

リ
モ
ー
ト
会
議
を
活
用
。
商

品
は
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
店
舗

等
で
販
売
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

の
活
用
や
直
接
売
り
場
に
立

つ
等
積
極
的
な
メ
ン
バ
ー
達

の
活
動
に
熱
意
を
感
じ
た
。

研
究
発
表
も
大
変
聞
き
や
す

く
「
作
る
責
任
、
使
う
責

任
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
」

等
、
実
体
験
に
基
づ
い
た
自

分
た
ち
の
気
付
き
を
、
生
徒

２
０
２
１
文
化
部
発
表
会

〜
工
夫
を
凝
ら
し
実
施
〜

い
る
」
に
つ
い
て
、
１
：
大

変
よ
い
、
よ
く
当
て
は
ま

る
。
と
答
え
た
生
徒
は
、
昨

年
度
の
46
・
９
％
か
ら
今
年

度
は
、
49
・
４
％
と
若
干
で

あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
学
校
は
、
育
て

た
い
生
徒
像
・
人
間
像
な
ど

の
教
育
目
標
を
生
徒
・
保
護

者
に
示
し
て
い
る
」
に
つ
い

て
保
護
者
は
、
１
：
大
変
よ

い
…
が
、
昨
年
度
25
・
１
％

か
ら
今
年
度
20
・
２
％
と
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
掲
示
し
て
い

る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
保
護
者
の
来
校
機
会

が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
保

護
者
が
学
校
に
や
っ
て
き

て
、
生
の
声
で
説
明
な
ど
を

聞
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

「
進
路
指
導
」

　

進
路
指
導
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
保
護
者
と
生
徒
の

結
果
が
大
き
く
違
っ
て
い
た

特集1

の
は
（
３
）「
本
校
は
、
進

学
、
就
職
希
望
者
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
指
導

を
行
っ
て
い
る
」（
４
）「
将

来
社
会
人
と
し
て
活
き
て
い

く
う
え
で
大
切
な
能
力
や
考

え
方
が
身
に
つ
い
た
」
の
二

項
目
で
あ
っ
た
。

　
（
３
）
で
は
、
生
徒
の
方

で
は
評
価
１
の
よ
く
当
て
は

ま
る
が
過
半
数
だ
っ
た
が
、

保
護
者
の
方
で
は
、
評
価
２

の
概
ね
当
て
は
ま
る
が
過
半

数
だ
っ
た
。
さ
ら
に
評
価
３

の
あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い

も
、生
徒
４
・
９
％
に
対
し
、

７
・
３
％
と
多
か
っ
た
。

　
（
４
）
で
も
、
評
価
１
の

割
合
が
、
生
徒
と
保
護
者
と

で
は
２
倍
近
く
の
開
き
が
見

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、「
社
会

人
」
像
の
認
識
の
違
い
の
表

れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
学
習
」

　

学
習
面
で
は
、（
２
）「
学

習
課
題
や
宿
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
の
項
目
に
、
１
の

大
変
よ
い
と
答
え
た
の
は
令

和
２
年
度
の
生
徒
で
38
・
１

％
、
保
護
者
が
18
・
０
％
と
、

２
倍
以
上
の
差
が
あ
っ
た
。

令
和
３
年
度
に
は
、
生
徒
が

38
・
８
％
、
保
護
者
は
12
・

０
％
と
３
倍
以
上
ま
で
差
が

広
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、（
３
）「
主
体
的
か
つ

対
話
的
に
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
／
お
子
さ
ん
は
、日
々

の
学
習
に
充
実
感
を
感
じ
て

い
る
」
で
も
、
１
と
回
答
し

た
の
は
、生
徒
が
34
・
７
％
、

保
護
者
が
10
・
４
％
と
、
３

倍
以
上
の
開
き
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
保

護
者
が
生
徒
の
家
庭
学
習
を

目
に
す
る
機
会
が
少
な
く
、

学
習
に
つ
い
て
語
り
合
う
機

会
も
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
改

善
で
き
る
こ
と
で
あ
る
の

で
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　

以
上
の
分
析
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
３
項
目
だ
け
で
は

な
く
、
皆
さ
ん
も
自
分
で
分

析
を
し
、
高
校
生
活
に
生
か

し
て
下
さ
い
。
盛
商
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

（「
学
校
生
活
」

三
Ａ　

昆　
　

和
輝　

　

渡
辺　

陸
斗　

　
「
進
路
指
導
」

三
Ｆ　

佐
藤　

壮
河　

長
嶋　

悠
斗　

　
「
学
習
」

三
Ｃ　

柚
木　

彩
未　

吉
田
妃
羅
々
）

に
も
与
え
て
く
れ
る
発
表
で

あ
っ
た
。

　
「
小
原
流
」
の
様
々
な
「
か

た
ち
」
の
作
品
を
展
示
。
見

学
者
に
と
っ
て
華
道
の
流
派

と
い
う
も
の
は
、
知
る
機
会

が
少
な
い
事
か
ら
、
部
員
た

ち
は
「
小
原
流
の
基
本
が
わ

か
る
し
お
り
」
を
作
成
し
、

見
学
者
に
よ
り
華
道
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
工
夫
を
行
っ

て
い
た
。
作
品
に
は
県
産
の

り
ん
ど
う
や
バ
ラ
等
多
彩
な

花
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

「
花
奏
」
と
い
う
「
か
た

ち
」
は
、
個
性
的
な
表
現
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
に
仕

上
が
っ
て
お
り
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
強
い
作
品
で
あ
っ
た
。

華
道
部
部
長
は
「
開
催
で
き

る
事
へ
の
感
謝
を
込
め
て
作

成
し
た
。」
と
語
っ
て
い
た
。

　

石
膏
デ
ッ
サ
ン
や
ア
ク
リ

ル
画
な
ど
を
主
に
展
示
。
展

示
方
法
は
、
見
学
者
の
目
線

や
動
線
に
気
を
配
っ
た
配
置

が
行
わ
れ
て
お
り
、
見
学
者

へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
た
。

ア
ク
リ
ル
画
は
「
岩
手
県
高

校
総
合
文
化
祭
」
に
出
品
す

る
作
品
を
中
心
に
展
示
。
あ

る
風
景
画
は
細
か
い
色
遣
い

や
繊
細
な
光
の
表
現
が
魅
力

的
な
作
品
で
あ
っ
た
。
部
員

た
ち
は
、
部
活
動
時
間
外
に

も
作
品
制
作
に
取
り
組
み
本

発
表
会
を
迎
え
た
。「
展
示

の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。」
と

い
う
部
員
か
ら
の
う
れ
し
そ

う
な
感
謝
の
言
葉
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

（
二
Ｅ　

佐
藤　

爽　

菅
野　

華
）

　

写
真
部
は
、
第
四
十
四
回

岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
出
品
し
た
作
品
を
文
化

部
発
表
会
で
の
展
示
作
品
と

し
た
。

　

部
長
の
二
Ｂ
竹
内
優
花
さ

ん
は
、
展
示
作
品
に
つ
い
て

「
人
物
を
撮
っ
た
も
の
や
夏

を
意
識
し
て
撮
っ
た
も
の
が

多
か
っ
た
。」
と
語
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
「
写
真
を
撮
る

う
え
で
、
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ

て
撮
る
こ
と
が
大
切
で
、
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
る
場
所
で
表

現
の
仕
方
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。」
と
い
う
。
今
、

挑
戦
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
「
自
分
が
よ
り
納
得
す
る

こ
と
の
で
き
る
作
品
を
作
る

た
め
に
も
、
日
々
の
生
活
の

中
で
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

た
い
。」
と
語
っ
た
。

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

つ
い
て
部
長
の
二
Ｂ
佐
々
木

ひ
ま
わ
り
さ
ん
は「
去
年
は
、

自
分
た
ち
の
こ
と
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
に
つ

い
て
書
い
て
い
た
が
、
今
年

は
三
年
生
へ
の
発
表
だ
け

だ
っ
た
た
め
、
三
年
生
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
発
表
の
構

成
を
し
た
。」
と
い
う
。
発

表
し
た
作
品
は
「
ヘ
リ
ッ
ク

と
い
う
詩
人
の
作
品
か
ら
引

用
し
た
も
の
で
一
日
一
日
を

大
切
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
発
表
中
に
流
す
曲
も
Ｙ

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
『
群
青
』

を
選
び
三
年
生
を
励
ま
す
よ

う
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
何

度
も
み
ん
な
と
練
習
を
し

た
。」
と
語
っ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
っ
た

部
長
の
二
Ａ
畠
山
瞳
さ
ん
は

「
毎
年
三
年
生
は
定
期
演
奏

会
で
引
退
だ
っ
た
が
、
今
年

は
文
化
部
発
表
会
で
の
引
退

と
な
っ
た
。
三
年
生
と
一
緒

に
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
う
し
、
楽

し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
。」
と
い
う
。

　

三
Ｄ
佐
藤
ま
ど
か
さ
ん
は

「
進
路
活
動
が
本
格
的
に
な

る
時
期
だ
っ
た
た
め
、
三
年

生
全
員
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
に

臨
め
な
か
っ
た
が
、
部
員
と

し
て
の
活
動
に
区
切
り
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
練
習

時
間
の
少
な
い
中
で
、
以
前

よ
り
良
い
音
で
演
奏
で
き
る

よ
う
に
力
を
入
れ
た
。」
そ

う
だ
。

1　学校生活全般
（1） 学校は、育てたい生徒像・人間像などの教育目

標を生徒に示している。

1　学校生活全般
（1） 学校は、育てたい生徒像・人間像などの教育目

標を生徒・保護者に示している。

4　進路指導
（3） 本校は、進学、就職希望者に対して、それぞれ

適切な指導を行っている。

4　進路指導
（3） 本校は、進学、就職希望者に対して、それぞれ

適切な指導を行っている。

２　学習指導
（2） 個々それぞれに応じた学習課題や宿題に取り組

んでいる。

２　学習指導
（2） お子さんは家庭学習に十分に取り組んでいる。

令和3年度 学校評価（生徒対象）　分析結果　計688人

令和3年度 学校評価（保護者対象）　分析結果　計559人

　

発
表
に
つ
い
て
、
元
委
員

長
の
三
Ｄ
三
上
紀
花
さ
ん
は

「
三
年
生
に
と
っ
て
最
初
で

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
だ
っ

た
た
め
、
普
段
よ
り
も
練
習

し
、
発
表
の
一
回
一
回
に
気

持
ち
を
込
め
た
。
皆
さ
ん
が

発
表
を
見
て
笑
顔
だ
っ
た
の

が
嬉
し
か
っ
た
。
三
年
生
と

一
・
二
年
生
を
同
じ
気
持
ち

に
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
だ
っ

た
。
練
習
中
に
動
画
を
撮
っ

て
見
直
し
な
が
ら
踊
り
の
改

善
を
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

た
。」
と
い
う
。

　

後
輩
に
向
け
て
「
自
分
た

ち
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
し
か
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
さ
ん
さ

踊
り
や
気
持
ち
を
継
承
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
私
た
ち
の
分

ま
で
、楽
し
ん
で
ほ
し
い
。」

と
語
っ
た
。

（
二
Ｃ　

吉
田　

愛
咲
・

利
府　

芽
生
）

商
業
研
究
選
抜

華
道
部

美
術
部

写
真
部

書
道
部

吹
奏
楽
部

盛
商
さ
ん
さ

評価1
49.4％

評価1
20.2％

評価2
42.2％

評価2
70.7％

評価3
5.7％

評価3
7.9％

評価4
2.0％

評価4
1.3％

無回答
0.7％

評価1 評価2 評価3 評価4 無回答 計 平均

全体
340 290 39 14 5 688

1.59
49.4% 42.2% 5.7% 2.0% 0.7% 100.0%

評価1 評価2 評価3 評価4 無回答 計 平均

全体
113 395 44 7 0 559

1.90
20.2% 70.7% 7.9% 1.3% 0.0% 100.0%

評価1 評価2 評価3 評価4 無回答 計 平均

全体
345 291 34 12 6 688

1.57
50.1% 42.3% 4.9% 1.7% 0.9% 100.0%

評価1 評価2 評価3 評価4 無回答 計 平均

全体
167 343 41 4 4 559

1.77
29.9% 61.4% 7.3% 0.7% 0.7% 100.0%

評価1 評価2 評価3 評価4 無回答 計 平均

全体
267 322 85 8 6 688

1.74
38.8% 46.8% 12.4% 1.2% 0.9% 100.0%

評価1 評価2 評価3 評価4 無回答 計 平均

全体
67 283 172 36 1 559

2.31
12.0% 50.6% 30.8% 6.4% 0.2% 100.0%

務
員
は
一
〇
名
と
の
こ
と
。

ま
た
、
高
橋
先
生
は
「
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
進
路
活
動
も
制

限
が
加
わ
る
中
、
先
生
方
の

指
導
に
素
直
に
従
い
、
着
実

に
成
果
を
上
げ
て
く
れ
、
う

れ
し
く
思
っ
て
い
る
。」
更

に
一
月
の
取
材
時
に
は
「
全

員
の
進
路
が
実
現
す
る
ま
で

こ
れ
か
ら
も
共
に
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

進
路
が
決
定
し
た
生
徒
は
、

現
在
も
頑
張
っ
て
い
る
仲
間

の
た
め
に
支
え
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

　

今
回
は
、
三
年
生
の
進

路
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
先
生
方
の
一

人
で
あ
る
、
進
路
指
導
部

長
の
高
橋
広
幸
先
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

高
橋
先
生
は
、「
昨
年

の
進
路
活
動
と
同
様
に
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
就
職
、
進
学
と
も

に
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、
よ
く
健
闘
し
た
」
と

い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

実
際
に
一
月
時
点
で
、
民

間
就
職
決
定
率
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
、
進
学
決
定

率
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
公

３学年
進路状況

い
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

は
一
・
二
年
生
に
も
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

応
募
前
企
業
見
学
や

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

制
限
な
ど
の
、
例
年
と
は

違
う
大
変
な
こ
と
が
あ
り

な
が
ら
も
私
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
た
め
に
も
、
卒

業
ま
で
気
を
抜
か
ず
思
い

や
り
を
持
っ
て
生
活
し
て

い
き
た
い
。

（
三
Ｄ　

曾
我　

源
太　

植
野　

竣
太
）

　

今
年
度
も
あ
と
一
か
月

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち

で
、
新
年
度
に
臨
ん
で
い

る
で
し
ょ
う
か
。
今
年
度

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
修
学
旅
行
や

文
化
祭
な
ど
代
替
行
事
に

変
更
し
た
行
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
度
に
、
各
委
員

会
な
ど
が
限
ら
れ
た
時
間
の

中
、
沢
山
動
い
て
く
れ
ま
し

た
。
互
い
に
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
、
協
力
し
て
い
く
姿

は
、
盛
商
生
の
鏡
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
後
の
活
動
も
協

力
し
合
う
姿
勢
を
大
切
に
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

さ
て
、
後
期
末
に
は
、
個

人
の
力
が
試
さ
れ
る
機
会
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
。
一
・
二

年
生
は
、
資
格
試
験
や
テ

ス
ト
に
向
け
て
の
勉
強
。

三
年
生
に
は
、
入
試
や
社

会
人
と
し
て
活
動
す
る
た

め
の
準
備
で
す
。
す
ぐ
に

良
い
結
果
に
繋
が
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね

は
、
必
ず
自
分
の
力
に
な

り
ま
す
。
努
力
し
続
け
れ

ば
、
辛
い
こ
と
も
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、

充
実
し
た
高
校
生
活
に
な

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

盛
商
生
の
鏡
で
あ
る
た
め
に

　
　

生
徒
会
長　

二
Ｄ　

石

川

奏

回答について　１：大変良い、よくあてはまる　　　　　２：良い、概ねあてはまる
　　　　　　　３：少し悪い、あまりあてはまらない　　４：悪い、全くあてはまらない

回答について　１：大変良い、よくあてはまる　　　　　２：良い、概ねあてはまる
　　　　　　　３：少し悪い、あまりあてはまらない　　４：悪い、全くあてはまらない

評価1
50.1％

評価1
38.8％

評価2
42.3％

評価2
46.8％

評価3
4.9％

評価3
12.4％

評価4
1.7％ 評価4

1.2％
無回答
0.9％

無回答
0.9％

評価1
29.9％

評価1
12.0％

評価2
61.4％

評価2
50.6

評価3
7.3％

評価3
30.8％

評価4
0.7％

評価4
6.4％

無回答
0.7％

無回答
0.2％

総探での進路別学習

職員による面接指導



✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣

ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
・

テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ

第12回

事務室
の窓Vol.12

　

十
二
月
十
六
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
た
め

に
中
止
と
な
っ
た
三
年
生
の

修
学
旅
行
の
代
替
企
画
と
後

夜
祭
が
行
わ
れ
た
。
午
前
中

は
各
科
、
各
ク
ラ
ス
で
地
域

の
体
育
館
や
施
設
を
借
り

て
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
楽
し
ん

だ
。
午
後
は
校
内
の
第
一
体

育
館
に
全
員
戻
り
、
後
夜
祭

が
行
わ
れ
た
。
各
ク
ラ
ス
代

表
と
有
志
が
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン

ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等
で
盛
り
上

　
十
二
月
一
日
か
ら
四
日
ま

で
の
四
日
間
、
二
学
年
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
修
学

旅
行
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度

の
修
学
旅
行
は
様
々
な
コ
ロ

ナ
対
策
に
よ
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消

毒
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
の
際

は
向
か
い
合
わ
な
い
よ
う
な

席
の
配
置
に
す
る
な
ど
基
本

的
な
対
策
を
行
っ
た
。
ま

た
、
感
染
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
た
め
、
自
主
研
修
は
実
施

し
な
か
っ
た
。
様
々
な
制
限

は
あ
っ
た
も
の
の
、
楽
し
く

充
実
し
た
四
日
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

　

朝
、
盛
岡
駅
に
集
合
し
、

出
発
。
新
幹
線
で
昼
食
を
と

り
な
が
ら
京
都
へ
向
か
う
。

　

京
都
に
到
着
後
、
鹿
苑
寺

金
閣
、
清
水
寺
を
見
学
し

た
。
ど
ち
ら
も
感
染
症
対
策

を
し
っ
か
り
と
し
な
が
ら
昔

の
文
化
を
体
感
で
き
た
。
特

　

今
回
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
で
は
、
一
年

Ｄ
組
副
担
任
の
川
村
竜
馬
先

生
と
二
年
Ｄ
組
副
担
任
の

佐
々
木
由
幸
先
生
を
紹
介
し

た
い
。

　

川
村
先
生
に
盛
商
の
良
い

　

今
回
の
事
務
室
の
窓
で

は
、
事
務
員
の
村
山
利
恵
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

村
山
さ
ん
は
普
段
、
学
年

費
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
を

管
理
す
る
会
計
を
担
当
し
て

下
さ
っ
て
い
る
。
私
達
と
あ

ま
り
関
わ
る
こ
と
は
な
い

が
、
盛
商
を
支
え
る
大
切
な

佐々木由幸先生

川村竜馬先生

村山利恵子さん

２学年修学旅行～コロナ対策万全に～特集2
⑵　令和４年２月28日 （全高新連加盟紙）盛 商 新 聞 （166号）

シリーズ
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この部が
熱い!!

硬
式
野
球
部

　

今
回
は
硬
式
野

球
部
の
主
将
で
あ
る
二
年

生
の
須
川
旺
亮
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

一
年
生
六
人
、
二
年
生

十
八
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

四
人
の
計
二
十
八
人
で
活

動
し
て
い
る
。
来
季
の
目

標
と
し
て
「
夏
の
選
手
権

岩
手
大
会
ベ
ス
ト
四
」
を

掲
げ
て
い
る
。
同
じ
く
ら

い
の
力
の
チ
ー
ム
は
星
の

数
ほ
ど
あ
る
の
で
、
こ
の

冬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期
間

は
手
を
抜
か
ず
他
の
チ
ー

ム
と
の
差
を
広
げ
た
い
。

「
こ
の
冬
が
勝
負
。」
と

強
く
語
っ
て
い
た
。
硬
式

野
球
部
は
夜
遅
く
ま
で
練

習
し
朝
は
自
主
練
習
も
行
っ

て
い
る
。
主
将
の
想
い
は

チ
ー
ム
に
も
届
い
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
ん
な
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
に
一
言
お
願
い
し
ま

す
、
と
お
願
い
す
る
と
「
前

を
向
こ
う
。」
と
弾
け
る
よ

う
な
笑
顔
で
語
っ
た
。
旺
亮

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
て
い
る
中
で
、
硬
式

野
球
に
懸
け
る
気
持
ち
や

チ
ー
ム
へ
の
深
い
愛
情
を

感
じ
た
。
今
後
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
。

（
一
Ｆ　

南
舘　

大
樹　

　

天
沼　

煌
歌
）

仕
事
で
あ
る
。
県
職
員
と
い

う
、
先
生
と
は
違
う
立
場
か

ら
こ
の
学
校
は
ど
の
よ
う
に

見
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

盛
商
生
の
印
象
に
つ
い
て
聞

い
て
み
る
と
「
さ
わ
や
か
な

生
徒
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
だ
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
今
は
事
務
員
と
し

て
働
い
て
い
る
村
山
さ
ん
、

高
校
時
代
は
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

建
物
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
仕
事
に
憧
れ

て
い
た
そ
う
だ
。
さ
ら
に
村

山
さ
ん
は
祭
り
が
好
き
と
い

う
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
開
催
が
中
止
と

な
っ
た
さ
ん
さ
祭
り
に
と
て

も
興
味
が
あ
る
よ
う
だ
っ

た
。

　

様
々
な
制
約
が
か
か
る
現

在
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
で

も
、
私
達
の
活
動
を
会
計
と

い
う
面
か
ら
支
え
て
下
さ
っ

て
い
る
村
山
さ
ん
や
事
務
室

の
皆
さ
ん
。
私
達
は
感
謝
を

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

（
一
Ｅ　

津
嶋　

梨
瑚　

大
沼　

琥
珀
）

と
こ
ろ
を
聞
く
と
、「
生
徒

が
資
格
習
得
の
た
め
に
勉
強

熱
心
な
と
こ
ろ
が
良
い
と
こ

ろ
」
だ
と
語
っ
て
い
た
。
教

師
に
な
っ
た
理
由
を
聞
く
と
、

「
数
学
と
サ
ッ
カ
ー
の
指
導

が
で
き
る
職
業
を
模
索
し
た

と
こ
ろ
、
教
師
が
一
番
自
分

に
あ
っ
て
い
た
か
ら
」
と
の

こ
と
。
ま
た
、
来
年
の
目
標

は
、「
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

良
い
一
年
を
お
く
り
た
い
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

　

佐
々
木
先
生
に
盛
商
の
良

い
と
こ
ろ
を
聞
く
と
、「
校

舎
が
き
れ
い
で
、
生
徒
が
た

く
さ
ん
い
る
と
こ
ろ
。」
だ

と
語
っ
て
い
た
。
教
師
に

な
っ
た
理
由
を
聞
く
と
、「
人

の
た
め
に
な
る
仕
事
が
し
た

か
っ
た
か
ら
」
と
の
こ
と
。

来
年
の
目
標
は
、「
生
徒
一

人
一
人
の
顔
と
名
前
を
覚
え

る
」
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。

　

今
回
、
先
生
方
に
う
か

が
っ
た
質
問
の
一
つ
に
、「
盛

商
の
良
い
と
こ
ろ
」
が
あ
っ

た
が
、
生
徒
の
質
問
や
相
談

に
親
身
に
答
え
て
く
れ
る
、

他
愛
も
な
い
日
常
の
話
を
笑

い
な
が
ら
聞
い
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
優
し
い
先
生
方
が
た

く
さ
ん
い
る
と
こ
ろ
も
盛
商

の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

（
一
Ｄ　

山
本　

紗
菜　

笹
森　

希
空
）

に
印
象
深
い
の
は
清
水
寺

だ
。
そ
の
時
期
に
し
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
紅
葉
と
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
絶
景
。
言
葉

で
は
表
す
こ
と
の
で
き
な
い

ほ
ど
綺
麗
で
魅
力
的
で
あ
っ

た
。

　

法
隆
寺
、
奈
良
公
園
、
興

福
寺
、
薬
師
寺
を
見
学
し
、

歴
史
に
触
れ
た
一
日
で
あ
っ

た
。
こ
の
日
は
多
く
の
寺
院

を
見
学
し
た
が
、
当
た
り
前

で
あ
る
が
同
じ
造
り
の
寺
院

は
な
く
、
昔
の
人
な
ら
で
は

の
知
恵
や
技
術
な
ど
、
改
め

て
歴
史
の
凄
さ
を
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

薬
師
寺
で
の
法
話
で
は
、

話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
自

分
た
ち
が
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た

り
し
て
お
釈
迦
様
が
ど
う
し

て
そ
の
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る

か
な
ど
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

（
二
Ａ　

畠
山　
　

瞳　

桑
原
ゆ
き
な
）

　

京
都
駅
周
辺
の
見
学
と
、

待
ち
に
待
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｊ
だ
。

三
日
目
と
も
な
る
と
皆
疲
れ

て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
が
、

バ
ス
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｊ
が
見
え
た

途
端
、
声
を
上
げ
て
喜
ん
で

い
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

乗
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た

り
、
お
土
産
を
買
っ
た
り
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方

を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

修
学
旅
行
の
中
で
も
自
由
行

動
が
で
き
る
時
間
が
特
に
長

い
こ
の
日
は
良
い
思
い
出
が

で
き
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　

朝
早
く
か
ら
バ
ス
に
乗
り

込
み
大
阪
へ
と
向
か
っ
た
。

一
時
間
ほ
ど
揺
ら
れ
て
大
阪

城
に
到
着
し
、
集
合
写
真
を

撮
る
と
、
そ
の
後
の
自
由
時

間
で
周
辺
を
散
策
し
、
歴
史

あ
る
大
阪
の
文
化
に
触
れ

た
。
再
び
バ
ス
に
乗
る
と
、

今
度
は
新
幹
線
に
乗
り
換
え

て
岩
手
に
帰
る
こ
と
に
な

る
。
車
内
は
行
き
よ
り
静
か

で
皆
の
疲
労
を
感
じ
た
。

　

制
限
の
あ
る
中
で
は
あ
っ

た
が
、
思
い
出
に
残
る
修
学

旅
行
と
な
っ
た
。

（
二
Ｂ　

松
尾　

一
美　

竹
内　

優
花
）

❖

❖

❖

　

今
回
の
修
学
旅
行
で
は
心

に
残
っ
た
こ
と
が
沢
山
あ
り
、

協
力
し
て
活
動
す
る
重
要
性

と
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
だ
が
、
集
合
時
間
に

遅
れ
る
な
ど
、
今
後
改
善
す

べ
き
課
題
も
見
つ
か
っ
た
行

事
で
あ
っ
た
。
二
学
年
の
強

み
が
発
揮
さ
れ
た
修
学
旅
行

で
あ
っ
た
一
方
、
弱
み
も
発

見
さ
れ
た
の
で
三
年
生
に

な
っ
た
時
に
、
後
輩
を
引
っ

張
っ
て
い
く
立
場
と
な
れ
る

よ
う
に
今
後
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
実
施
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

　
（
二
Ｆ　

千
葉　

勝
輝　

細
田　

陸
斗
）

　

新
執
行
部
の
抱
負
に
つ
い

て
、
生
徒
会
長
二
年
Ｄ
組
石

川
奏
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

　

新
体
制
と
な
っ
た
生
徒
会

執
行
部
で
、
前
生
徒
会
執
行

部
か
ら
受
け
継
い
で
い
き
た

い
こ
と
、
ま
た
変
え
て
い
き

た
い
こ
と
を
伺
う
と
「
受
け

継
い
で
い
き
た
い
こ
と
は
、

盛
商
ブ
ラ
ン
ド
を
広
め
て
い

け
る
よ
う
な
活
動
を
つ
く
る

こ
と
。
ま
た
、
変
え
て
い
き

た
い
こ
と
は
、
執
行
部
が
表

に
立
っ
て
生
徒
の
皆
さ
ん
と

関
わ
る
機
会
を
増
や
し
て
い

け
る
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

今
後
の
生
徒
会
活
動
に

つ
い
て
は
、「
意
見
箱
で
集

ま
っ
た
意
見
に
行
動
で
答
え

る
と
い
う
形
で
、
執
行
部
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
、
意
見
が
活
発
に
出
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。」
と
意
気
込
み
を
話
し

～身近な存在に～
新執行部始動

て
く
れ
た
。
最
後
に
盛
商

生
全
員
に
今
伝
え
た
い
こ

と
と
し
て
、「
こ
れ
か
ら

の
生
徒
会
活
動
に
協
力
し

て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て

い
た
。

　

生
徒
全
員
が
生
徒
会
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
よ
り
よ
い
学
校

生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

（
一
Ｂ　

大
久
保
聖
永　

大
塚

晋
平
）

　

十
二
月
に
一
年
生
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め
、宮
古
、

山
田
、
大
槌
、
釜
石
、
大
船

渡
、
陸
前
高
田
の
沿
岸
地
区

を
訪
問
し
た
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
訪
問
先
を

定
め
、
そ
の
地
域
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
取
材
に
行
っ
た
。
取
材
に

行
く
前
の
準
備
と
し
て
、
ど

の
ク
ラ
ス
も
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
訪
問
す
る
地
域
や
企

業
の
情
報
を
協
力
し
な
が
ら

積
極
的
に
調
査
し
た
。
取
材

中
は
そ
の
地
域
の
魅
力
を
よ

り
深
く
知
る
た
め
に
、
事
前

に
考
え
た
質
問
を
し
た
。
ど

の
ク
ラ
ス
も
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
し
っ
か
り
と
聞
い
て
そ

の
地
域
や
企
業
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。「
盛

岡
に
は
な
い
職
種
の
人
か
ら

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、

興
味
深
か
っ
た
」、「
自
分
た

ち
が
質
問
し
た
こ
と
以
上

に
、
そ
の
地
域
や
企
業
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
が
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
げ
ら

れ
た
。

　

今
回
学
ん
で
き
た
こ
と
を

元
に
し
て
、
二
月
に
行
わ
れ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
や
地
域
の
魅
力

を
最
大
限
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
一
Ａ　

増
澤　

香
乃　

野
川
い
ぶ
き
）

げ
、
学
年
が
一
体
と
な
っ
て

い
た
。
三
年
生
は
最
後
の
盛

商
祭
や
修
学
旅
行
な
ど
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
と
な
り
、
な
か
な
か

思
い
出
が
作
り
づ
ら
い
年
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、

こ
の
代
替
行
事
を
開
催
で
き

た
こ
と
で
、
高
校
生
活
の
中

の
良
い
思
い
出
が
作
れ
た
だ

ろ
う
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
企
画
し

て
く
れ
た
方
々
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
。
自
分
も
こ
の

企
画
で
盛
り
上
が
る
こ
と

も
、
盛
り
上
げ
る
こ
と
も
で

き
た
の
で
よ
か
っ
た
。」「
高

校
生
活
で
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」

と
、
こ
の
行
事
に
と
て
も
満

足
し
た
様
子
だ
っ
た
。
三
年

生
に
と
っ
て
こ
の
行
事
は
最

高
の
思
い
出
に
な
っ
た
に
違

い
な
い
。

（
三
Ｂ　

青
刈　

正
人　

曽
根
田
和
史
）

思
い
出
を
作
る

三
学
年
修
学
旅
行
代
替
企
画

沿
岸
企
業
へ
の
訪
問

一
学
年
総
探

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会

〜
感
動
の
決
勝
戦
〜

　

十
一
月
七
日
（
日
）、
第

百
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会
の

決
勝
が
い
わ
ぎ
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
で
行
わ
れ
た
。

　

決
勝
で
迎
え
撃
つ
の
は
専

修
大
学
北
上
高
等
学
校
、
前

半
二
分
に
専
大
北
上
が
先
制

ゴ
ー
ル
を
決
め
、
後
半
ア

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
に
盛

岡
商
業
が
同
点
に
追
い
つ
き

延
長
戦
へ
。
延
長
戦
は
後
半

に
専
大
北
上
が
ゴ
ー
ル
を
決

め
、
勝
利
と
い
う
結
果
と
な

り
、
無
念
の
敗
退
と
な
っ

た
。
盛
商
サ
ッ
カ
ー
部
は
、

選
手
一
人
ひ
と
り
が
手
を
抜

か
ず
に
全
力
で
雰
囲
気
を
良

く
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
、

日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
た
そ
う
だ
。

　

主
将
の
三
Ｅ
宮
野
隼
さ
ん

は
「
優
勝
は
逃
し
て
し
ま
っ

た
が
全
て
を
出
し
き
れ
た
。

ま
た
、
見
て
い
る
人
に
感
動

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。」

と
語
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
盛
商

サ
ッ
カ
ー
部
は
一
生
懸
命
練

習
を
頑
張
り
、
試
合
で
私
達

に
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

来
年
の
選
手
権
で
は
、
優
勝

を
奪
取
し
、
全
国
選
手
権
大

会
で
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

（
三
Ｅ　

鷹
觜　

航
希　

高
橋　

和
生
）

　

十
一
月
二
十
・
二
十
一
日

に
第
四
十
回
東
北
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
が
行
わ
れ

た
。
結
果
は
、団
体
競
技（
女

子
の
部
）
で
見
事
、
三
位
入

賞
を
果
た
し
た
。

　

部
長
の
二
年
Ｃ
組
遠
藤
穂

乃
佳
さ
ん
は
、「
入
賞
で
き

る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
、

精
神
面
な
ど
で
辛
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
。そ
れ
で
も
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
、
チ
ー
ム

の
全
員
と
息
・
テ
ン
ポ
を
合

わ
せ
て
練
習
に
励
ん
だ
。
練

習
で
は
本
番
を
意
識
し
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
だ
そ
う
だ
。

　

次
の
大
会
で
は
、
団
体
戦

の
人
数
が
五
人
と
な
る
。
遠

藤
さ
ん
は
、「
よ
り
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
高
め
、
息
を
合
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
前
向
き
に
話
し
て
い

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
弓
道
部
の

活
動
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

（
一
Ｃ　

舘
澤　

仁
菜　

大
坂　

亜
子
）

◆
一
日
目

◆
二
日
目

◆
三
日
目

◆
四
日
目

弓
道
部

東
北
選
抜
大
会
三
位
入
賞
！

流通ビジネス科は大運動会を実施

盛り上がった後夜祭

岩
手
県
は
ば
た
き
賞
受
賞

　

二
Ｄ
照
井
柊
哉
さ
ん
、

松
山
修
大
さ
ん
、
二
Ｅ
吉

田
久
遠
さ
ん
が
前
潟
イ
オ

ン
付
近
で
迷
子
の
子
供
を

助
け
、
盛
岡
西
警
察
署
か

ら
表
彰
さ
れ
、
さ
ら
に
岩

手
県
は
ば
た
き
賞
を
受
賞

し
た
。

　

三
人
は
自
転
車
で
移
動

中
に
迷
子
を
発
見
し
「
こ

の
ま
ま
で
は
不
安
だ
」
と

思
い
、
警
察
へ
通
報
、
子

供
は
無
事
に
保
護
さ
れ

た
。
三
人
は
当
時
の
状
況
を

振
り
返
り
、「
何
か
あ
る
前

に
発
見
で
き
て
良
か
っ
た
。

だ
が
、
周
り
の
人
た
ち
が
誰

も
通
報
せ
ず
に
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
て
い
た
こ
と
が
気
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
こ

れ
か
ら
も
困
っ
て
い
る
人
を

見
か
け
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
と
き
は
他
人
事
と

は
思
わ
ず
、
声
を
か
け
、
冷

静
か
つ
迅
速
に
最
善
の
対
応

を
心
掛
け
た
い
」
と
強
い

決
意
を
示
し
た
。
私
達
も

そ
の
よ
う
な
勇
気
あ
る
行

動
を
と
り
た
い
。

（
二
Ｄ　

池
内　

雅
・

　
　
　

佐
藤　

拓
真
）




